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～美容組合の真価と活用法～

未来を切り拓く！次世代美容室経営戦略セミナー 令和７年8月４日

公益財団法人 宮城県生活衛生営業指導センター 二瓶徳彦
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本日お話しすること

 １ 生活衛生同業組合と生衛法の関わり～美容業の未来と

支援制度の活用へ～

 ２ 激動の時代における美容組合の役割とは？

 ３ 組合加入のメリットを最大限に活かす方法（美容業編）

 ４ 地域社会への貢献と美容業界の発展に向けて

 ５ さいごに
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１ 生活衛生同業組合と生衛法の関わり
～美容業の未来と支援制度の活用へ～

１ 【導入】美容業の社会的役割

 美容業は生活衛生関係営業として地域の清潔・健康を支えます。

 高齢者や子育て世帯への貢献を通じて暮らしの質を高めています。

 美容室は地域防災の拠点として避難所での訪問美容、福祉施設でのボラン
ティア活動、学校でのキャリア教育支援など、多岐にわたる地域貢献を
担っています。

 全美連の調査でも、約70％の美容室が地域行事や福祉活動に参加し、地
域の安心・信頼づくりに寄与しています。
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１ 生活衛生同業組合と生衛法の関わり
～美容業の未来と支援制度の活用へ～

２【歴史】生衛法の制定と制度の成り立ち

昭和32年に制定された「生活衛生関係営業の運営の適
正化及び振興に関する法律（生衛法）」は、公衆衛生の
向上と中小規模事業者の経営安定を目的としています。

同法第31条では「生活衛生同業組合」の認可制度が
定められており、業界の自律的な運営と行政との連携を
可能にしています。
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３ 【仕組み】組合と行政・公庫の連携

 組合は行政・公庫と連携し支援制度を実現します。

 日本政策金融公庫などとの連携により、特別融資制度や利率優遇措置な
どの支援を受けることができます。

 美容業向けの「標準営業約款」に登録している事業者は、日本政策金融
公庫の融資において優遇利率が適用されるなどの支援が受けられます。

１ 生活衛生同業組合と生衛法の関わり
～美容業の未来と支援制度の活用へ～
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１ 生活衛生同業組合と生衛法の関わり
～美容業の未来と支援制度の活用へ～

４【現在】厚労省・指導センター・全美連の支援策

 厚生労働省の生活衛生課、全国生活衛生営業指導センター、全日本美
容業生活衛生同業組合連合会（全美連）などが連携し、SNS講座や衛生
講習、販促支援、補助金制度など、多様な支援策を展開しています。

 美容業のデジタル化や省エネ推進、経営承継対策が重視されています。
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１ 生活衛生同業組合と生衛法の関わり
～美容業の未来と支援制度の活用へ～

５【課題】未加入者の課題と“孤立化”

 組合に未加入の事業者には、制度や支援の情報が届かず、経営相談
や補助金申請の支援を受けられないケースが多く見られます。

 特にフリーランスや個人営業の美容師にとっては、支援制度が利用
しづらく、“孤立”した状況になりやすい現実があります。
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１ 生活衛生同業組合と生衛法の関わり
～美容業の未来と支援制度の活用へ～

６ 【事例】組合活動がもたらす具体的効果

 SNS講座による集客強化（例：Instagram活用で新規顧客数が平均
1.8倍に増加）

 高齢者施設への移動美容室の展開

 学校へのキャリア教育支援（市内中学校での職業講話・実技指導）
など、地域と連携した多様な活動が具体的成果を挙げています。

 全美連の調査（令和5年度）でも、組合を通じた地域貢献活動に参
加した美容室の約80％が「地域での信頼向上」「新規顧客の獲
得」に寄与したと回答しています。
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１ 生活衛生同業組合と生衛法の関わり
～美容業の未来と支援制度の活用へ～

７ 【未来】業界全体の発展に向けて

 美容業界の発展には、個々の経営努力に加え、業界全体での衛生水
準と経営基盤の向上が不可欠です。

 組合はそのための“共助”の仕組みとして、制度の活用拠点、相談機
能、教育機能を担う重要な存在です。

 例えば、全美連の調査（令和5年度）では、組合の相談窓口や研修
会に参加した経営者の約85％が「経営不安の軽減に役立った」と回
答しています。
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１ 生活衛生同業組合と生衛法の関わり
～美容業の未来と支援制度の活用へ～

美容業相談窓口（フローチャートイメージ図）】
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１ 生活衛生同業組合と生衛法の関わり
～美容業の未来と支援制度の活用へ～

８クロージング 加入・活用のすすめ

 組合への加入は単なる義務ではなく、経営安定と信用力を支える
“後ろ盾”です。

 相談支援や講習案内、販促物提供、融資制度など、加入者だけが活
用できる支援策を生かすことで、経営の質を一層高めることができ
ます。

 ぜひ、まずは情報を得るために組合役員・支部長・事務局にご相談
ください。
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２ 激動の時代における美容組合の
役割とは？

１【導入】激動の時代とは何か？

 美容業界はいま、未曽有の変化の渦中にあります。

 コロナ禍での来店者減少、物価高騰による経費圧迫、人材不足の深
刻化、SNSやデジタル集客などITへの対応が急務となっています。

 これまでの経験や勘だけでは乗り切れない局面に立たされています。

 厚生労働省の令和5年度調査では、経営者の約75％が「孤立感」
「不安定な経営環境」に悩んでいると回答しています。
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２ 激動の時代における美容組合の
役割とは？

２【過去】美容組合の社会的役割

 美容業は、戦後の混乱期から衛生業として地域の公衆衛生を守り、
安心な暮らしの一助となってきました。

 その支えとして組合は、衛生講習、営業支援、法令遵守の指導、各
種検査対応などを通じ、業界の健全化を進めてきました。

 美容組合は「地域の衛生と信頼の基盤」です。

 全美連の事例集では、避難所での訪問美容、学校でのキャリア教育、
地域福祉施設との協力による移動美容室の展開など、全国各地での
具体的な貢献事例が紹介されています。
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２ 激動の時代における美容組合の
役割とは？

３【現在】組合を取り巻く新たな課題

 近年、組合加入率の低下、情報の分断、支援制度の活用不足が顕在
化しています。

 働き方も多様化し、フリーランスやシェアサロンが増える中で、従
来の組合の仕組みが届きにくくなっています。

 全美連の令和5年度調査でも、未加入事業者の約60％が「支援制度の
活用方法がわからない」と回答しています。

 だからこそ時代に合わせた組合の役割強化が必要なのです。
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２ 激動の時代における美容組合の
役割とは？

４ 【現場の悩み】経営と顧客の変化

 経営現場では、SNSやデジタル集客への対応、顧客層の高齢化、カ
スタマーハラスメントなど、新たな課題が山積しています。

 「デジタルだけでなく、地域と顧客に寄り添う経営」が求められ、
ITと人の力の両立という難題に多くの経営者が直面しています。

 厚生労働省調査では、約70％の経営者が「情報不足」「孤立感」が
課題と回答しています。
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２ 激動の時代における美容組合の
役割とは？

５ 【組合の役割①】情報と制度のハブ

 法改正、衛生基準、補助金・融資・助成金などの最新情報を、わか
りやすく確実に届けるのが組合の役割です。

 一人では探しにくい情報や、申請が複雑な制度も、組合を通じて
「使える情報・制度」に変わります。

 全美連の報告によれば、組合経由で支援制度を活用した経営者の
85％が「経営不安の軽減につながった」としています。
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２ 激動の時代における美容組合の
役割とは？

６ 【組合の役割②】仲間とつながる場

 組合は「孤立しがちな経営者の居場所」です。

 経営者同士が知恵を共有し、悩みを語り合える場は、何よりの
支えとなります。

 全美連調査によれば、特に一人サロンの経営者の約80％が「組
合加入で孤立感が軽減した」と回答しており、組合に属してい
ることが「精神的な後ろ盾」になります。
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２ 激動の時代における美容組合の
役割とは？

７【組合の役割③】地域との連携

 宮城県美容業生活衛生同業組合の取組

 ① 高齢者施設への訪問美容

 ② 子育て家庭への応援協力店舗登録

 ③ 職場体験学習：令和元年度～令和5年度までの参加者数 31名
(コロナ禍は減少)

 ④ 出前型授業：令和元年度～令和5年度までの参加者数 150名
(令和3年度・4年度なし)

 職場体験や出前型授業を体験した生徒アンケートでは、「美容業への興
味・関心が高まった」との意見が多く寄せられています。こうした取り組
みを毎年継続することで、将来の職業選択肢に美容業が加わり、美容業界
の発展につながっています。
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２ 激動の時代における美容組合の
役割とは？

８【事例紹介】変化を味方にした組合員

 ① SNS講座でInstagram活用を学び、若年層の新規顧客を増や
した事例

 ② 訪問美容を導入し、地域高齢者の支持を得た事例

 ③ 補助金を活用してデジタル化をすすめ、集客と単価アップ
に成功した事例

 全美連調査では、支援を活用した組合員の約80％が「経営に
良い影響があった」と報告しています。
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２ 激動の時代における美容組合の
役割とは？

９【未来】組合の進化と私たちの選択

 今、組合は令和の時代の生存戦略として、共助・情報・制度活
用のプラットフォームへと進化しています。

 全美連の報告では、デジタル活用支援を受けた加盟店の約70％
が「新サービス導入に成功」と回答しています。
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項 目 進化の方向性 主な内容 根拠・出典 実際の事例・効果

１
デジタル化
先導

⑴SNS活用、
⑵オンライン講習
⑶予約・決済システ
ム支援

⑴SNS講座開催
⑵オンライン相談窓口
⑶デジタル決済・予約
導入支援

全美連調査：デジタル支援活用
組合員の70％が「新サービス導
入に成功」
厚労省振興指針：デジタル化・
IT活用の推進

SNS講座で若年層集客増／予
約システム導入による業務効
率化

２
地域共創型
経営

行政・福祉・教育・
商工団体との連携

⑴高齢者福祉連携（訪
問美容）
⑵学校職業教育（出前
授業・職場体験）
⑶地域商工連携事業

厚労省振興指針：地域連携と貢
献の推進
全美連調査：地域連携活動参加
美容室の80％が「信頼向上・顧
客増に寄与」

宮城県職業講話・訪問美容
秋田県「美容×介護×カ
フェ」モデル

３
経営者・次
世代育成

経営承継、若手美容
師育成

⑴承継講座開催
⑵若手育成プログラム
支援

全美連事例集：若手経営者育成
で地域リーダー輩出
厚労省振興指針：人材育成強化

都道府県組合主催の承継塾／
若手経営者フォーラム

４
多様な働き
方支援

フリーランス、シェ
アサロン対応

⑴柔軟な会員制度
⑵個人経営支援策強化

全美連調査：未加入者の60％が
「情報・支援の受け皿求む」と
回答

都道府県組合のフリー美容師
向け相談窓口開設

美容組合の進化イメージ図
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２ 激動の時代における美容組合の
役割とは？

11 クロージング 激動を越える「つながり」

 この時代、経営の不安や課題は、一人で抱えるのではなく、
「つながりと支援」で乗り越える時代です。

 組合はそのつながりの起点です。

 「まずは相談から始める」 その一歩が、経営の未来を変える
力になります。
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３ 組合加入のメリットを最大限に活か
す方法（美容業編）

１【導入】美容室経営の今

 いま美容室は、コロナ後の集客減少、原材料費の高騰、SNS活
用の悩み、カスタマーハラスメントの増加など、経営環境が
厳しさを増しています。

 また、人材不足や経営の孤立、制度や情報の入手難といった
見えにくい課題も深刻です。

 全美連の令和5年度調査では、美容室経営者の約75％が「経
営不安を感じている」と回答し、その主因として「情報不
足」「支援制度の活用困難」が挙げられています。

 こうした悩みの多くは、実は「組合」に加入し、活用するこ
とで解決の糸口を見つけることができます。
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３ 組合加入のメリットを最大限に活か
す方法（美容業編）

２ 美容業の「生活衛生同業組合」とは？

 生活衛生同業組合は、生衛法に基づいて都道府県単位で設立された
公的な認可法人です。

 美容業専用の「美容業生活衛生同業組合」が各地に存在し、厚生労
働省や自治体と連携して美容業の衛生確保、経営安定を支えていま
す。

 組合は“公的性格を持つ、民間の支援ネットワーク”ともいえる存在
で、厚労省の美容業振興指針でもその重要性が示されています。
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３ 組合加入のメリットを最大限に活か
す方法（美容業編）

３ 加入の３大メリット（美容業）

 ⑴ 衛生管理・法令情報の共有

 美容所検査、感染症対策、法改正対応など、美容業に必要な情報が正確に届きま
す。

 全美連調査によると、組合経由で法令・衛生情報を得た店舗の90％以上が「検査
対応がスムーズになった」と回答しています。

 ⑵ 経営支援制度の利用

 補助金、融資、助成金、専門家派遣など、事業継続や成長に役立つ公的支援が活
用できます。

 ⑶ 美容師ネットワーク形成

 地域の仲間と情報交換し、悩みや知恵を共有できる場となります。孤立感の解消
につながります。

 全美連の令和5年度調査では、実際に加入者の約80％が「経営の孤立感が軽減し
た」と回答しています。
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３ 組合加入のメリットを最大限に活か
す方法（美容業編）

４ 美容室が活用できる制度

 組合を通じて、販促物の支援、予約・決済などのデジタル導入支援、
生活衛生改善貸付の特別利率適用など、多様な制度が利用可能です。

 市町によっては、タブレット補助やSNS無料講座、省エネ設備導入
支援など、独自の助成を設けている場合があります。

 SNS講座を活用したサロンが新規顧客を約1.8倍に増加させた事例が
あります。
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デジタル導入支援
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３ 組合加入のメリットを最大限に活か
す方法（美容業編）

５ 活用のポイント

 加入後は、講習会、会合、相談窓口などに積極的に参加・活用する
ことが大切です。

 「まず一歩踏み出してつながる」ことで、情報・支援・人脈が広が
ります。
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３ 組合加入のメリットを最大限に活か
す方法（美容業編）

６ 費用と手続きは？

 宮城県美容業生活衛生同業組合 新規加入に係る負担額

 本部加入金5,000円、支部加入金5,000円、出資金1,000円、賠償保険
（年間）1,600円、災害見舞互助会費（年間）400円、政治連盟資金
（年間）300円 合計13,300円

 加入後、本部納入金
組合費 月1,600円、相互福祉会費 月400円

 他に、支部費（支部ごとに金額が異なります）が別途かかります。

 手続き・詳細は宮城県美容業生活衛生同業組合事務局まで

 022-223-2821
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３ 組合加入のメリットを最大限に活か
す方法（美容業編）

７「ひとり美容室」にこそ必要

 個人経営やひとり美容室は、情報や支援が届きにくく、孤立しやす
いのが現実です。

 組合は、災害時・制度変更時・緊急時に真っ先に連絡が届く安心の
窓口です。

 災害時（例：東日本大震災）や、コロナ感染症が流行したときには、
組合ルートを通じた支援がいち早く届いたという声が多数寄せられ
ています。

 「小規模だからこそ組合の力が生きる」場面は数多くあります。
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３ 組合加入のメリットを最大限に活か
す方法（美容業編）

８ 誤解されがちな点

 組合は営業を制約する団体ではありません。営業への干渉、強制、
義務はなく、退会も自由です。

 加入後も経営の主体性は完全に尊重されます。

 「加入すると縛られる」というのは誤解であり、実際は「支援のプ
ラットフォーム」です。
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３ 組合加入のメリットを最大限に活か
す方法（美容業編）

９  クロージング 未加入者へのメッセージ

 ①「あなた一人で抱えなくても、相談できる“美容師仲間”がここに
います」

 ②「知らなかったでは済まされない制度・法律に、組合が先回りで
対応」

 ③「支援は“探す時代”から“つながって受け取る時代”へ」

 「まずは話を聞いてみる」 これが経営改善の第一歩です。
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４ 地域社会への貢献と美容業界の発展
に向けて

１【導入】美容室は「地域資源」

 美容室は単なる美容サービスの場ではありません。地域の日常生活
に溶け込んだ「地域資源」として、美と健康を守り、多世代をつな
ぐ役割を担っています。

 地域の高齢者、子育て世帯、学生、働く世代、すべての人の「出会
いと交流の場」として、その存在価値は年々高まっています。

 全美連の令和5年度調査 では、組合加盟店の約80%が「地域の信頼
感向上につながった」と回答しています。

 全美連資料でも、美容室は「地域密着型サービス産業の中核」と位
置づけられています。
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４ 地域社会への貢献と美容業界の発展
に向けて

２【過去】安心・衛生の提供

 美容業は、平時だけでなく非常時にも地域の衛生を守る役割を果た
してきました。

 東日本大震災や熊本地震では、美容師による避難所や被災地での訪
問美容が、人々に清潔と心の安らぎを届け、地域の信頼を築く大き
な力となりました。

 全美連災害対応報告 では「訪問美容で心のケアまで担った」との声
が多く寄せられています。
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４ 地域社会への貢献と美容業界の発展
に向けて

３ 【現在】美容業をめぐる課題

 今、美容室経営は物価高騰、原材料費の上昇、集客減少、スタッフ
不足、カスタマーハラスメントの増加など、多重の課題に直面して
います。

 一人経営の美容室が増え、孤立しやすい状況が広がる中、地域との
つながりを活かす経営の重要性が再認識されています。

 厚労省・全美連調査 では、経営者の7割以上が「経営不安」を抱え、
支援や連携の必要性を強く感じている と報告されています。
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４ 地域社会への貢献と美容業界の発展
に向けて

４【展望】地域連携と新たな価値創出

 美容室は「地域共創型経営」へと進化する可能性を秘めています。

 高齢者福祉と連携した訪問美容、子ども支援を含むキッズ連携、地
域イベントとの協働などにより、新たな価値を創出できます。

 秋田県の「美容×介護×カフェ」モデルは、地域課題を解決しなが
ら新たな集客や雇用も生んでおり、全国的にも注目されています。
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４ 地域社会への貢献と美容業界の発展
に向けて

５【組合の役割】つなぎ手としての組合

 こうした地域連携の中心にいるのが生活衛生同業組合です。

 組合は行政・医療・福祉・教育との橋渡し役となり、災害協定、子
育て支援協定、福祉事業連携などを実現しています。

 全美連調査では、「組合経由での地域活動参加により経営基盤が強
化された」との回答が85% に達しています。
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４ 地域社会への貢献と美容業界の発展
に向けて

６【具体策1】地域貢献×経営安定① ～高齢者・福祉連携～

 宮城県では訪問美容講習会の開催や、高齢者施設と連携し、経営安定
と社会貢献を両立しています。

 茨城県では福祉施設内サロン支援、認知症啓発イベント参加により、
地域ブランド力向上に成功しています。

 全美連調査 によれば、福祉連携活動を行った美容室の70％が「地域
顧客のリピート率向上」を実感しています。
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４ 地域社会への貢献と美容業界の発展
に向けて

７【具体策2】地域貢献×経営安定② ～子育て・教育連携～

 宮城県では仙台市教育委員会と連携し、中学校での職業講話や実演指
導を実施しています。

 長野県では子ども支援NPOと連携し、無料ヘアカットを通じて保護者
層の認知拡大と信頼を築いています。

 全美連事例集では「職業教育連携が次世代の顧客づくりに寄与」と報
告されています。
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４ 地域社会への貢献と美容業界の発展
に向けて

８【具体策3】地域を拠点化し人を呼び込む

 美容室を「地域の情報基地」とし、掲示板設置、防災訓練参加、ママ
向け講座開催などを行い、地域住民の親近感を高めています。

 福岡県では商店街と連携し「地域応援クーポン事業」を展開、新規顧
客層を拡大しました。

 全美連調査では、「地域情報発信を行う店舗の85%が新規顧客獲得に
効果があった」と回答しています。
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大分県の事例
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４ 地域社会への貢献と美容業界の発展
に向けて

９ 組合加入・支援活用が鍵

 これらの取り組みの多くは組合を通じて行われています。

 補助金活用、専門家派遣、商工会議所や自治体連携も、組合を通じ
ることでスムーズになり、経営の強力な後押しとなります。
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４ 地域社会への貢献と美容業界の発展
に向けて

10 クロージング 地域と共に伸びる美容室へ

 美容室の経営安定と地域貢献は決して対立するものではなく、相乗
効果を生むものです。

 組合は業界全体の安心と信頼の基盤です。

 地域と共に成長し、次世代につなぐ美容室経営を、ぜひ今日から意
識してみてください。
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５ さいごに 組合活動、どう実施していくか、
どう行動するか？

 １ 生衛組合の有する社会的機能は、地域にとって、行政にとって重要な機能

 今やること⇒５年先、10年先を見据え、組合員をどのように確保し、組合組織、
組合活動を維持していくか、考え、すぐに行動を開始する。

 ２ 生衛組合は、生衛業の新しい価値を生み出す努力を

 時代の変化を先取り（乗り遅れない）⇒注目事例等からヒントを得る！

 ３ 生衛組合が、さらに力を発揮するためにどう行動するか！

 ① 組合役員、構成員の意識改革

 ⇒本部も、支部も、組合員もみんなが考える

 ② 組合役員、構成員の情報共有

 ⇒注目事例、好事例を集め、みんなで議論し、まねしてみる、やってみる
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